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 主要病害虫別防除方法 
 農薬による防除については、栽培ステージ、病害虫の発生状況等に応じて、散布、潅注、土壌消毒などを行う。 

なお、農薬による防除の際は、農薬登録内容や使用上の注意等を遵守して実施する。 

（農林水産省農薬登録情報提供システム https://pesticide.maff.go.jp/） 

 

病害虫名 
（病原体） 

農薬によらない防除 

腐敗病 
(細菌) 

 

 

 

 

①無病、無傷の種いもを利用する。 
②排水を良くする。 
③罹病株を除去する。 
④マルチ栽培を行う。 
 
 【参考事項】 
 高温多湿時に発生しやすい。特に、強風で茎や葉が傷ついた際に病原細菌が侵入しやすいため、台風通過後の防除
を徹底する。 
 葉枯病と腐敗病はどちらも細菌病であり併発しやすい。 
 葉枯病と腐敗病の両方に適用のある農薬が多いので効率的に使用する。 

葉枯病 
(細菌) 

腐敗病に同じ 
 
 【参考事項】 
 腐敗病に同じ 
 

根腐病 
(Pythium) 
 
 

 

①無病種いもを利用する。 
②発病ほ場の連作を避ける。 
③排水を良くする。 
 
 【参考事項】 
 土壌伝染が主であるが、種いも伝染もする。高温時に発生しやすい。土壌水分が高いと発病を助長する。 
 

乾腐病 
(Fusarium) 

 

 

①無病種いもを利用する。 
②未熟堆肥は使用しない。 
 
 【参考事項】 
 種いも伝染が主であるが、土壌伝染もする。 

白絹病 
(Solerotiu-
m) 

 

 

①無病種いもを利用する。 
②発病ほ場の連作を避ける。 
 
 【参考事項】 
 高温期の７～８月に発生が多い。また、酸性土壌で発生しやすい。 

アブラムシ
類 
（ワタアブ
ラムシ、モモ
アカアブラ
ムシ、チュー
リップヒゲ
ナガアブラ
ムシ） 

 

①ほ場周辺の雑草を除去する。 
②シルバーマルチを被覆し、アブラムシの飛来を防止する。 

 

 

 

ネコブセン
チュウ、ネグ
サレセンチ
ュウ 

①センチュウの寄生がない種いもを利用する。 
②被害発生ほ場の連作を避ける。 
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